
Ⅰ 東アジアの各都市に関する文章A～Cを読み，あとの設問に答えよ。（40点）

A
⒜
五代の諸王朝の多くが，江南との交通・輸送を重視してこの地に都を構えた。960年，後周

の武将
⒝
趙匡胤（太祖）が帝位につき，宋（北宋）をたて，同じくこの地を都とした。北宋は，

大規模になった民間の商業活動をおもな財源とした。 ⑴ と呼ばれる定期市が各地にた

ち，郊外や交通の要地には市や鎮と呼ばれる市場町がうまれた。商人たちは行，手工業者は
ニンポー

⑵ という同業組合をつくって活動した。明州（現在の寧波）・泉州・広州などの港には

海上貿易の管理にあたる ⑶ がおかれ，多くの商船が来航した。首都であるこの地は，

大量の物資を満載した大小の船が運河を行きかう，商業・消費の大都市として繁栄した。「清

明上河図」には，この地の様子がこまかく，いきいきと描かれている。

B 7世紀に ⑷ がこの地に進出してチベットを統一し，吐蕃をたてた。吐蕃は唐の制度

を取り入れつつ，インドの影響もうけて，チベット文字やチベット仏教をうみ出した。8世紀

後半には長安を一時占領したほか，河西地方やタリム盆地を支配し，唐やウイグルと抗争した。

その後，元の時代に
⒞
高僧パスパ（パクパ）が帝師となったことで，チベット仏教はモンゴル

貴族層の信仰を集めた。14世紀にはツォンカパによる仏教改革がおこなわれ， ⑸ 派が

うまれた。16世紀後半にモンゴルのアルタン＝ハーンが ⑸ 派に帰依し，その教主に

⑹ の称号を贈ってから，代々この名称で呼ばれるようになった。この地の郊外にたつ

ポタラ宮殿は17世紀に完成した。

問題・解答
用紙番号 40 の解答用紙に解答しなさい。

世 界 史

〈受験学部・学科〉

3科目型 受験者
法学部，国際学部，経済学部，経営学部，現代社会学部，
農学部（食農ビジネス学科【文系科目型】）

問題は100点満点で作成しています。
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C 武昌蜂起ののち，中・南部の諸省が清朝からの独立を宣言すると（辛亥革命），孫文は亡命

先から帰国し，臨時大総統に選ばれて，1912年1月にこの地で中華民国の成立を宣言した。清

は北洋軍を率いる ⑺ に革命の鎮圧を命じたが， ⑺ は革命勢力と取引して清朝

皇帝の
⒟
宣統帝（溥儀）を退位させ，北京で臨時大総統となって中国の実権をにぎった。他

方，1919年に中国国民党を組織した孫文は1925年に病死し，その後，蔣介石の率いる国民革命

軍が，各地の軍事勢力を倒して中国統一をめざす ⑻ をすすめた。1927年，蔣介石はこ

の地に国民政府をたて，翌年， ⑻ の完了を宣言した。国民政府は
⒠
関税自主権の回復

に成功して財政的基盤を確立し，近代国家建設をすすめた。

問1．空欄 ⑴ ～ ⑻ にもっとも適切な語を記入せよ。

問2．上文中の下線部⒜～⒠について，以下の問いに答えよ。

⒜ 五代の諸王朝に含まれないのは何王朝か。正しいものを一つ選べ。

㋐ 後漢 ㋑ 後金 ㋒ 後晋 ㋓ 後梁

⒝ 趙匡胤に関する説明として，正しいものを一つ選べ。

㋐ 和平派の秦檜を重用し，金と和議を結んだ。

㋑ 王安石を宰相に起用して，新法を実施した。

㋒ 画院を保護し，みずからも院体画の代表作「桃鳩図」を残した。

㋓ 科挙によって選抜した文人官僚を重んじる文治主義を採用した。

⒞ パスパ（パクパ）が帝師としてつかえたのは誰か。正しいものを一つ選べ。

㋐ オゴタイ（オゴデイ） ㋑ チンギス＝カン（ハン）

㋒ クビライ（フビライ） ㋓ モンケ

⒟ 宣統帝（溥儀）に関する説明として，正しいものを一つ選べ。

㋐ 関東軍によって，満洲国の執政に擁立された。

㋑ 初代統監だった伊藤博文をハルビン駅で射殺した。

㋒ 奉天に敗走する列車が関東軍に爆破され，殺害された。

㋓ 蔣介石を監禁し，抗日と内戦停止を求める西安事件を引きおこした。

⒠ 中国がフランスに対する関税自主権を喪失したのは何条約か。正しいものを一つ選べ。

㋐ 黄埔条約 ㋑ 虎門寨追加条約 ㋒ 南京条約 ㋓ 望厦条約
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問3．文章A～Cの文中の「この地」の位置はどこか。地図中の記号㋐～㋓から正しいものをそ

れぞれ一つ選べ。

㋒

㋑

㋐
㋓

武昌

長安
（西安）

北京
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Ⅱ 次の文を読み，あとの設問に答えよ。（30点）

オーストリアを支配していたハプスブルク家は，15世紀後半から16世紀にかけての婚姻政策の

結果，ネーデルラントやスペインなどを継承した。16世紀半ば，神聖ローマ皇帝カール5世（ス

ペイン王カルロス1世）はスペインとネーデルラントを息子
⒜
フェリペ2世に，神聖ローマ皇帝

の地位を弟フェルディナントにゆずり，ハプスブルク家はスペイン系とオーストリア系にわかれ

た。フェルディナントはボヘミア（ベーメン）と ⑴ の王にもなり，オスマン帝国の侵攻

をうけた東欧の防衛に尽力した。1529年にはオスマン帝国軍による
⒝
第一次ウィーン包囲がおき

た。神聖ローマ帝国では，1517年にルターが贖宥状に異議をとなえた「 ⑵ 」を発表して

以降，激しい宗派対立が継続し，1618年に
⒞
三十年戦争が始まった。この戦争の講和条約として

1648年に ⑶ 条約が締結され，神聖ローマ帝国における皇帝の権力は弱まった。ま

た，1701年にスペイン継承戦争がおき，その結果，1713年に ⑷ 条約が締結され，

⑸ 家のスペイン王朝が成立し，ハプスブルク家はスペインを失った。

18世紀前半にオーストリアのハプスブルク家で男子継承者が途絶えると， ⑹ が所領を

継いだ。しかし，プロイセン王 ⑺ らはこの相続に異議をとなえ，オーストリア継承戦争

が始まった。最終的に ⑹ はオーストリアを維持するも，シュレジエンはプロイセンに奪

われた。財政や教育などの改革を開始した ⑹ に続いて，息子ヨーゼフ2世は啓蒙専制君

主として徹底的な改革をおこなうも，オーストリア，ボヘミア， ⑴ など広大な所領を抱

えるハプスブルク領では諸民族の抵抗運動がおきた。

1814年から翌年にかけて，ヨーロッパの混乱後の国際体制について話しあうために
⒟
ウィーン

会議が開かれた。そこでは，オーストリア外相（のち宰相）の ⑻ が議長となり協議がす

すめられた。しかし，1848年にウィーンでおきた三月革命で ⑻ が失脚し，オーストリア

では民族運動が激化した。そうしたなか，ハプスブルク家のフランツ＝ヨーゼフ1世は，マ

ジャール人の要求をうけいれて，1867年にオーストリア＝ ⑴ 帝国を成立させた。1914年

にボスニアの州都 ⑼ でセルビア系青年がオーストリアの帝位継承者夫妻を暗殺し，ドイ

ツに支持されたオーストリアはセルビアに宣戦し，それぞれに同盟国が加わり，第一次世界大戦

となった。オーストリア＝ ⑴ 帝国は戦闘に負け，帝国内で民族の独立運動が激化し，最

終的にハプスブルク家の君主は亡命した。その後，解体された帝国の諸地域は
⒠
ユーゴスラヴィ

アやルーマニアなどの一部になり，また，チェコスロヴァキアが誕生した。一方，帝国領の中心

のオーストリアは ⑽ 条約を， ⑴ はトリアノン条約を，それぞれ連合国と結んだ。
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問1．空欄 ⑴ ～ ⑽ にもっとも適切な語を記入せよ。

問2．下線部⒜～⒠について，以下の問いに答えよ。

⒜ フェリペ2世に関する説明として，正しいものを一つ選べ。

㋐ 妻メアリ2世とともに，イングランド王として即位した。

㋑ 国王至上法（首長法）を定めて，スペインの教会を教皇から分離させた。

㋒ レパントの海戦でオスマン帝国軍を破った。

㋓ ナントの王令を発布し，プロテスタントの信仰を条件付きで認めた。

⒝ このときのオスマン帝国の皇帝は誰か。正しいものを一つ選べ。

㋐ バヤジット1世 ㋑ セリム1世 ㋒ アッバース1世 ㋓ スレイマン1世

⒞ 三十年戦争に関する説明のうち，誤っているものを一つ選べ。

㋐ ボヘミアの反乱が戦争のきっかけになった。

㋑ フランスはカトリック国であることから，ハプスブルク側を援助した。

㋒ 皇帝軍を率いるヴァレンシュタインが傭兵隊を指揮した。

㋓ スウェーデン王グスタフ＝アドルフがプロテスタント側にたって参戦した。

⒟ ウィーン会議に関する説明として，正しいものを一つ選べ。

㋐ フランスの外相タレーランが正統主義をとなえた。

㋑ ロシア皇帝エカチェリーナ2世が参加した。

㋒ イギリスが南ネーデルラントを獲得した。

㋓ ドイツ皇帝がポーランド王を兼ねることが決められた。

⒠ 1990年代にユーゴスラヴィアから独立した国はどこか。正しいものを一つ選べ。

㋐ ギリシア ㋑ ジョージア ㋒ スロヴェニア ㋓ ブルガリア
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Ⅲ 大陸間関係に関する次の文章⑴～⒂には，下線部が正しいものと正しくないものがある。正し

いものについては㋐を，正しくないものについては㋑～㋔からもっとも適切なものを選べ。

（30点）

⑴ ポルトガルの海外進出に刺激されたスペインは，1492年，ジェノヴァ出身の船乗りコロンブ

スの船団を大西洋に送りだした。コロンブスはコペルニクスの地球球体説を信じて，大西洋を

西航すればインドにより早く到達できると考え，大西洋を横断してアジアをめざした。

㋑ アメリゴ＝ヴェスプッチ ㋒ エラスムス

㋓ トスカネリ ㋔ セルバンテス

⑵ コロンブス到達以前のアメリカ大陸ではアステカ王国やインカ帝国が栄えていたが，コロン

ブスの探検以後，スペインはアメリカ大陸への進出を本格化し，「征服者」（コンキスタドー

ル）がアメリカ大陸各地を征服していった。1521年にはピサロがアステカ王国を滅ぼして，現

在のメキシコを中心にヌエバ・エスパーニャを建設した。

㋑ イダルゴ ㋒ コルテス ㋓ バルボア ㋔ ラス＝カサス

⑶ 17世紀になるとオランダ・フランス・イギリスのアメリカ大陸進出が活発になった。オラン

ダは1621年に西インド会社を設立し，大西洋地域で貿易をおこなった。イギリスは17世紀初頭

に最初の植民地として北アメリカ南東部にルイジアナ植民地を開いた。

㋑ ヴァージニア ㋒ ケベック ㋓ ニューイングランド ㋔ フロリダ

⑷ イギリス政府は七年戦争による財政難を軽減するために，北アメリカ植民地への課税と統治

の強化をはかった。1765年にイギリス本国の議会で印紙法が成立すると，植民地側は「代表な

くして課税なし」と主張し，これを撤廃させた。

㋑ ローラット ㋒ ワグナー ㋓ 両税 ㋔ 航海

⑸ 1773年にボストン茶会事件がおこると，イギリス政府はボストン港を閉鎖するなど強硬な態

度をとった。1775年にレキシントンとコンコードでイギリス本国の軍隊と植民地側民兵との武

力衝突がおこり，アメリカ独立戦争が始まった。植民地側は，1776年7月4日にヨークタウン

で，ジェファソンらが起草した独立宣言を発表した。

㋑ フィラデルフィア ㋒ ボストン

㋓ ゲティスバーグ ㋔ ニューヨーク
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⑹ 植民地支配下にあったラテンアメリカの独立はフランス植民地サン＝ドマングから始まった。

トゥサン＝ルヴェルチュールを指導者とする黒人奴隷の反乱がおこり，1804年に世界初の黒人

共和国としてキューバが誕生した。南米ではシモン＝ボリバルやサン＝マルティンによる独立

運動の結果，1810～20年代に多くの国が独立をはたした。

㋑ ブラジル ㋒ メキシコ ㋓ ペルー ㋔ ハイチ

⑺ 17～18世紀にタスマンやクックなどのヨーロッパ人による太平洋探検がすすんだ。他方，ア

フリカ内陸部については19世紀半ばまでヨーロッパにとって未知の領域であったが，19世紀後

半にカブラルやスタンリーによって探検がなされ，スタンリーはコンゴ川流域の経済的重要性

を指摘した。

㋑ アムンゼン ㋒ マゼラン（マガリャンイス）

㋓ リヴィングストン ㋔ バルトロメウ＝ディアス

⑻ アメリカ合衆国は1889年にワシントンでパン＝アメリカ会議を主催して，ラテンアメリカへ

の影響力を強め，積極的に海外進出した。1898年にはアメリカ＝スペイン戦争（米西戦争）を

おこし，スペイン領であったプエルトリコやフィリピンなどを獲得し，カリブ海と太平洋への

進出の足場を固めた。

㋑ ハワイ ㋒ インドネシア ㋓ パナマ ㋔ ニュージーランド

⑼ 1814～15年のウィーン会議でイギリスがケープ植民地を領有したことにより，オランダ系の

ブール人は北方にトランスヴァール共和国とオレンジ自由国をたてた。両国で金とダイヤモン

ドが発見されたことから，イギリス本国の植民相であったディズレーリは1899年に南アフリカ

戦争をしかけ，その結果，両国はイギリスの植民地に組み込まれた。

㋑ グラッドストン ㋒ ロイド＝ジョージ

㋓ ジョゼフ＝チェンバレン ㋔ セシル＝ローズ

⑽ アフリカ分割において，イギリスはエジプトとケープ植民地を結ぶ縦断政策を追求し，フラ

ンスはアルジェリアとセネガルを拠点に西アフリカからアフリカ東岸にいたる横断政策をすす
たい じ

めた。1898年には，スーダンにおいて英仏両軍が対峙するブーランジェ事件がおこった。

㋑ ファショダ ㋒ アンボイナ ㋓ イリ ㋔ ドレフュス
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⑾ 第一次世界大戦中の1918年1月，アメリカ合衆国大統領のモンローは，ヨーロッパ列強の秘

密外交や非民主的な政治を批判し，秘密外交の廃止・海洋の自由・関税障壁の撤廃・植民地問

題の公正な解決などからなる「十四カ条」（十四カ条の平和原則）を発表した。これは1919年

のパリ講和会議で基礎とされたが，戦勝国が自国の利益を主張したため，一部しか実現しな

かった。

㋑ タフト ㋒ セオドア＝ローズヴェルト

㋓ クレマンソー ㋔ ウィルソン

⑿ アメリカ合衆国大統領ハーディングの呼びかけで，1921～22年にアメリカ合衆国・イギリ

ス・フランス・日本など9カ国が参加するヤルタ会談が開かれた。そこでは，海軍軍備制限条

約（海軍軍縮条約）が結ばれたほか，中国に対する門戸開放や機会均等などの原則を確認する

九カ国条約が結ばれた。

㋑ ロンドン（軍縮）会議 ㋒ ワシントン会議

㋓ ミュンヘン会談 ㋔ ローザンヌ会議

⒀ 1933年にアメリカ合衆国大統領に就任したフランクリン＝ローズヴェルトは，国内では世界

恐慌後の経済復興のため，ニューディール（新規まき直し）と呼ばれる大規模な政策を推進し

た。他方，外交面ではラテンアメリカにおける高圧的なカリブ海政策を改め，善隣外交を展開

して通商の拡大につとめた。

㋑ フーヴァー ㋒ レーガン ㋓ トルーマン ㋔ ニクソン

⒁ 1950年代から60年代にかけて多くのアフリカ諸国が独立を達成した。とくに1960年には17の

独立国が誕生し，「アフリカの年」と呼ばれた。それにさきだつ1957年には，イギリス植民地

であったガーナがマンデラの指導のもとで黒人共和国として自力独立をはたした。

㋑ ンクルマ（エンクルマ） ㋒ アフガーニー

㋓ サダト ㋔ ウ（オ）ラービー

⒂ 1962年，ソヴィエト社会主義共和国連邦（ソ連）がキューバにミサイル基地を建設すると，

アメリカ合衆国のケネディ政権はキューバを海上封鎖し，米ソ間の緊張が高まった。1956年の

スターリン批判で知られるソ連のブレジネフ第一書記は，最終的に譲歩して，アメリカ合衆国

のキューバ内政への不干渉と引きかえに，ミサイル基地の撤去に合意した。

㋑ ゴルバチョフ ㋒ トロツキー ㋓ ケレンスキー ㋔ フルシチョフ
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